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決算ハイライト

株主のみなさまへ

売上高

20,657百万円
前年同期比

5.9％減

営業利益

1,102百万円
前年同期比

44.6％減

経常利益

1,409百万円
前年同期比

33.4％減

第55期
中間報告書
 2022年４月１日から2022年９月30日まで 

親会社株主に帰属する
中間（当期）純利益

972百万円
前年同期比

32.8％減

　株主のみなさまには、平素は格別のご支援を賜り、厚くお礼申しあげます。
　さて、ここに当社第55期（2022年4月1日から2023年3月31日まで）の中間報告書をお
届けし、事業の概況をご報告申しあげます。
　当中間期におきましては、新型コロナウイルスの再拡大と急激な為替相場の変動、資源価
格の高騰など厳しい経営環境となりました。また、中国におけるロックダウンに加え、世界的な
インフレの加速、ウクライナ情勢の長期化など不透明感が強まっております。
　当社グループの属する電子部品業界におきましては、ライフスタイルの変化を背景としたデ
ジタル機器、家電製品などの消費一巡による反動減や世界経済の減速により、在庫過剰が顕
在化するなど厳しい状況となっております。
　このような情勢のなかで、当社グループは、引き続き需要動向に注視するとともに、原価低
減や新商品開発のスピードアップに努めてまいる所存です。また、政府の半導体戦略により、
後工程への注目も高まっており、将来を見据えた製造ラインの再構築も進めてまいります。
　株主のみなさまには、今後とも変わらぬご支援を賜りますようお願い申しあげます。

さらに詳しい財務情報は当社ホームページのIRサイトをご覧ください。 アオイ電子　IR 検索

取締役社長

2022年12月

※「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第54期の期首から適用しており、第54期以降の各数値については、当該会計基準等を適用した後の
数値となっております。

木 下 和 洋

（証券コード：6832）



（ご注意）
１．  株主さまの住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、
口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっておりま
す。口座を開設されている証券会社等にお問い合わせください。株主名簿管
理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

２．  未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いい
たします。

発行可能株式総数 40,600,000株
発行済株式の総数 12,000,000株
株 主 数 　2,611名
資 本 金 45億4,550万円
大 株 主（上位10位）

（2022年9月30日現在）会社概要

連結財務諸表（要旨）

未入稿

（2022年9月30日現在）株式情報

※個人・その他の中には自己株式（１名・899株）が含まれております。

その他の法人
3,514,900株
29.29％

金融機関
2,108,000株
17.57％

金融商品取引業者
113,016株

0.94％

個人・その他
5,555,488株

46.30％

外国法人等
708,596株
5.90％

所有者別
株式分布状況

合計
12,000,000株

所 有 者 別 株 式 分 布 状 況

商 号 アオイ電子株式会社
設 立 1969年２月１日
本 社 香川県高松市香西南町455番地の１
従 業 員 数 1,719名（124名）

（注） 従業員数は就業員数であり、契約社員は（　）内に年間の平均人
員を外数で記載しております。

事 業 内 容 電子部品の製造販売
［集積回路］IC、光学センサー、

ウェハーレベルパッケージ、LED 等
［機能部品］プリントヘッド、各種センサー 等

（2022年9月30日現在）役員
取締役会長（代表取締役） 中 山 　 康 治
取締役社長（代表取締役） 木 下 　 和 洋
取 締 役 佐 伯 　 規 夫
取 締 役 福 田 　 一 幸（第2生産本部長）
取 締 役 青 木 　 良 二（管理本部長）
取 締 役（常勤監査等委員） 古 田 　 昭 博
取 締 役（ 監 査 等 委 員 ） 森 糸 　 繁 樹
取 締 役（ 監 査 等 委 員 ） 藤 目 　 暢 之
取 締 役（ 監 査 等 委 員 ） 北 山 　 　 昇

（第1生産本部長 
兼 第2技術本部長）

（注） 取締役 古田昭博、森糸繁樹、藤目暢之および北山 昇の4氏は、社外取締役であります。

株主メモ

株主名 持株数 持株比率
大西　以知郎 2,117千株 17.65％
公益財団法人 大西・アオイ記念財団 2,000 16.67
大西　通義 1,562 13.02
アオイコーポレーション有限会社 1,150 9.58
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 700 5.84
株式会社三菱ＵＦＪ銀行 350 2.92
日亜化学工業株式会社 221 1.85
大西　暁子 209 1.74
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 181 1.51
J.P. MORGAN BANK LUXEMBOURG S.A. 381572
（常任代理人 株式会社みずほ銀行）  171 1.43
※持株比率は自己株式（899株）を控除して計算しております。

事 業 年 度 毎年４月１日から翌年３月３１日まで
基 準 日 定時株主総会  ３月31日

剰余金の配当  期　末　３月31日
  中　間　９月30日

株主名簿管理人 三菱UFJ信託銀行株式会社
同事務連絡先 三菱UFJ信託銀行株式会社  大阪証券代行部

〒541－8502
大阪市中央区伏見町三丁目６番３号
電話 0120－094－777（通話料無料）

公 告 方 法 電子公告
当社ホームページ
（http://www.aoi-electronics.co.jp/）にて
掲載いたします。やむをえない理由により、電子
公告によることができない場合は、日本経済新
聞に掲載いたします。

単 元 株 式 数 100株

科　目 前連結会計年度末
2022年３月31日現在

当中間連結会計期間末
2022年9月30日現在

資産の部
流動資産 42,717,723 41,287,896 
固定資産 18,435,041 18,451,439 
有形固定資産 13,570,201 13,726,913 
無形固定資産 301,605 279,090 
投資その他の資産  4,563,233 4,445,435 

資産合計 61,152,764 59,739,335 
負債の部

流動負債 9,486,688 7,650,172 
固定負債 719,934 536,070 
負債合計 10,206,623 8,186,243 

純資産の部
株主資本 50,737,255 51,361,665 
その他の包括利益累計額 208,886 191,426 
純資産合計 50,946,141 51,553,092 
負債及び純資産合計 61,152,764 59,739,335 

科　目
前中間連結会計期間
2021年 4 月 1 日から 
2021年 9 月30日まで 

当中間連結会計期間
2022年 4 月 1 日から 
2022年 9 月30日まで

売上高 21,961,180 20,657,960 
売上原価 17,736,187 17,298,299 
売上総利益  4,224,993  3,359,660 

販売費及び一般管理費 2,235,888 2,256,878 
営業利益 1,989,104 1,102,782 
営業外収益 166,175 375,178 
営業外費用 39,769 68,190 
経常利益 2,115,510 1,409,769 
特別利益 11,084 23,754 
特別損失 10,189 52,008 
税金等調整前中間（当期）純利益 2,116,405 1,381,515 
中間（当期）純利益 1,447,654 972,384 
親会社株主に帰属する
中間（当期）純利益 1,447,654 972,384 

● 中間連結貸借対照表（要旨） （単位：千円） （単位：千円）● 中間連結損益計算書（要旨）

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。


